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背景 
本研究では、クラス替えの前後の専門学校生の心理的安

全性の評価データを用いて、クラスという社会的環境が生徒
の心理的安全性認知に影響を与えるかを検討する。 

心理的安全性は、「チームにおいて、他のメンバーが自分
が発言することを恥じたり、拒絶したり、罰をあたえるよう
なことをしないという確信をもっている状態であり、チーム
は対人リスクをとるのに安全な場所であるとの信念がメン
バー間で共有された状態」と定義されている(Edomondson, 

1999)。組織行動の文脈においてエンゲージメントや学習行
動などへの望ましい影響が報告されており(Frazier, 2017)、
注目を集めている。心理的安全性は集団レベルの概念である
が、測定に際しては、集団メンバーの質問紙への回答結果の
平均値が一般に用いられる。ただ、個人と集団レベル間の関
係性についての詳細な検討はあまり行われていない。 

クラス替えで所属集団は変わるため、生徒の心理的安全
性の認知が変化することは当然のように思われる。しかし、
例えばポジティブな認知傾向など、個人差の影響が無視でき
ない。つまり、どのようなクラスに所属しても心理的安全性
を高く認知する、あるいは低く認知する個人がいる可能性が
ある。そこで本研究の目的1として、心理的安全性認知の個
人差の影響を取り除いたうえで、クラス替えによる生徒の変
化を、潜在差得点モデル（McArdle, 2009）を用いて探索的
に検討する。また目的2として、クラスの心理的安全性が高
いほど、そのクラスの生徒の心理的安全性はポジティな方向
により大きく変化するかを検討する。これによって、クラス
レベルの心理的安全性が個人に及ぼすことを検証する 

 
方法 
 専門学校の生徒を対象に 2 時点で調査を実施した(T1 

2020年7～8月 9447名 回収率72.3％；T2 2021年11～
12月 5895名 回収率54.4％)。T1T2のいずれも心理的安
全性の回答があった4066名のうち、1クラスあたりの回答
数10名以上でクラス替え有の2763名(168クラス)を使用。 
 心理的安全性はEdomondson (1999)を参考に，「職場では」
を「クラスでは」に変えて使用した(6件法, α= 0.72)。クラ
スの生徒の平均値をクラス得点として，上位 3/1(905 名)を
高群(以下 psH)，下位 3/1(911 名)を低群(以下 psL)とした。 
 
結果と考察 
 図1が、2時点の心理的安全性の潜在差をモデル化したも
のである。心理的安全性の認知に影響する可能性のある個人
差として、性別と成績をモデルに加えた。 

 2 時点で心理的安全性認知の平均を算出した結果は有意
に異なっており(T1, 4.36, T2, 3.65, p< .001)、両者の相関は
0.34(p< .001)であった。一方、潜在差得点の平均は有意な正
の値で、T1から T2で生徒の心理的安全性は上昇したこと
が分かった。レベルから差得点へのパスは有意な負の値とな
り、レベルが高い生徒ほど差得点が小さくなった。このパス
は、主に天井効果や平均への回帰といった統計的な要因の影
響を示すと考えられるが、これを統制した結果、算術平均と

は異なる結果となった。 

 次にpsHとpsLの違いに着目する。2群間で差得点の平
均に有意差はなく、心理的安全性が高いクラスにいる生徒ほ
ど得点の上昇が大きいということはなかった。性別や成績か
らのパスは有意ではなく、差得点には影響していなかった。
また、psHのレベルの平均がpsLより有意に高かったこと
から、心理的安全性の高いクラスには心理的安全性認知レベ
ルの高い生徒が多い傾向があることがわかる。これはT2時
点のクラスの心理的安全性が、そのクラスに属する生徒のレ
ベルに影響を受けることを示唆するものである。 

 レベルから差得点へのパスは、psHでpsLに比べて有意
に高くなっていた。平均への回帰や天井効果であれば、クラ
スの心理的安全性によってパスが異なるとは考えにくい。心
理的安全性の認知は、元のレベルが高いほど低下しやすいが、
クラスの心理的安全性が高い場合にはその程度は抑えられ
たと考えられる。確認のために、T1の心理的安全性認知を
X軸、T2－T1をY軸として散布図を描いたものが図 2で
ある。psLに比べて psHでは、特にT1の心理的安全性が
高かった生徒が T2 で低くなる傾向が抑えられていること
がわかる。今後は、個人とクラスレベルの相互作用の特徴な
どを検討し、心理的安全性を高めるためのヒントを得たい。 
 

 

 

-6.00

-5.00

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00 6.00 7.00

心
理
的
安
全
性
認
知
変
化

t
2
-
t
1

心理的安全性認知_t1

心理的安全性認知
_T1

心理的安全性認知
_T2

レベル
(個人差)

心理的安全
性の差得点

1

1

1

性別
男子1女子2

T1時の成績

0, 0 0, 0

・パスの値は非標準化係数で、点線のパスは有意でない
・各変数の数値は 平均／切片, 分散
・上段が心理的安全性低群、下段が心理的安全性高群
・2群間で5％水準で有意差があったものは＊
・誤差項と共分散の値は省略

1.57,
1.90,

.24

.09

4.25,
4.56,

.27

.11

4.50,
4.75,

.57

.50

1.57,
1.90,

.60

.48
－.73
－.64

＊ ＊

＊

＊

＊

＊ ＊

χ2=1.35, df=2, p=0.51
CFI=1, TLI=1,  
RMSEA=0, AIC=0.53

図1 心理的安全性認知の潜在得点差モデル 

図2 心理的安全性認知の変化 
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＊ 図中の線は、心理的安全性認知の変化がとりうる可能な範囲を示す 
＊ 心理的安全性認知_T1は、1～6の価をとる 


